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平
成　

年
度
一
般
会
計
補

２８

正
予
算
は
、
４
億
５
６
０
７

万
９
千
円
を
増
額
し
、
総
額

　

億
３
１
６
９
万
８
千
円
と

６９１な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、

少
子
化
対
策
と
し
て
、
世
帯

所
得
が
一
定
未
満
の
新
婚
世

帯
へ
、
引
越
し
や
家
賃
、
住

宅
取
得
に
係
る
経
費
に
対
し

　

万
円
を
上
限
に
支
援
を
行

１８う
「
結
婚
新
生
活
支
援
補
助

事
業
」　

万
円
、「
本
庁
舎
等

７２０

耐
震
化
事
業
」
に
つ
い
て
外

部
有
識
者
及
び
市
民
に
よ
る

検
討
会
開
催
に
係
る
経
費
と

し
て　

万
１
千
円
、
高
齢
者

４６

の
介
護
予
防
・
生
活
支
援
の

活
動
拠
点
と
な
る
施
設
整
備

等
に
対
す
る
補
助
と
し
て

「
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

等
補
助
金
」
１
１
５
０
万
円
、

第
６
期
上
田
市
高
齢
者
福
祉

総
合
計
画
に
基
づ
き
、
今
年

度
整
備
す
る
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設
に
係
る
経

費
に
対
す
る
補
助
と
し
て

「
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保

基
金
事
業
補
助
金
」
２
億
８

３
６
７
万
８
千
円
、
ひ
と
り

親
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
を

目
的
に
児
童
扶
養
手
当
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
児
童
扶
養
手
当
の
本

体
額
の
増
額
、
及
び
第
二
子
、

第
三
子
以
降
の
児
童
に
対
す

る
加
算
額
の
増
額
を
行
う

「
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業
」

１
３
２
６
万
４
千
円
、
子
育

て
支
援
事
業
と
し
て
、
子
育

て
に
関
す
る
各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
民
間
事
業
所
、
子
育

て
支
援
団
体
、
地
域
の
情
報

等
を
発
信
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
ア
プ
リ
を
構
築
す
る
た

め
の
「
結
婚
・
子
育
て
支
援

サ
イ
ト
構
築
業
務
委
託
料
」

　

万
２
千
円
、
及
び
父
親
の

８５３育
児
参
加
を
支
援
す
る
「
パ

パ
カ
レ
ッ
ジ
上
田
」
を
開
催

す
る
た
め
の
「
父
親
の
子
育

て
参
加
支
援
事
業
委
託
料
」

　

万
円
、
ご
み
減
量
・
再
資

１４７源
化
対
策
事
業
と
し
て
、
家

庭
系
生
ご
み
の
減
量
化
・
堆

肥
化
を
推
進
す
る
た
め
の

「
大
型
処
理
機
に
よ
る
生
ご

み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事
業
」　
１７９

万
円
、
土
日
祝
日
に
運
行
し

て
い
る
上
田
松
本
間
の
定
期

観
光
バ
ス
を
８
月
に
限
り
平

日
も
追
加
で
運
行
す
る
た
め

の
「
松
本
市
連
携
路
線
バ
ス

運
行
業
務
委
託
料
」　

万
４

２５７

千
円
、
上
田
城
跡
公
園
の
駐

車
場
誘
導
等
に
係
る
人
員
を

増
員
し
、
観
光
客
の
安
全
か

つ
円
滑
な
受
入
体
制
を
整
備

コワーキングスペース　事務所スペース、会議室、打ち合わせスペースなどを共有しながら独立した仕事を行う共働ワークスタイルの環境。

予  算

補
正
予
算
は
４
億
５
６
０
７
万
円
余
の
増
額

家
庭
系
生
ご
み
堆
肥
化
や
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
の

推
進
経
費
を
計
上

生ごみの大型処理機

6月定例会
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　６月定例会は、６月６日から６月２７日まで
２２日間の会期で開かれました。
　市長提出議案は平成２８年度一般会計補正予
算をはじめ、国民健康保険事業及び介護保険
事業の特別会計の補正予算や条例案、専決処
分に係る報告議案等が提出され、採決の結果、
すべて可決しました。
　また、一般質問では、２３人の議員が登壇し、
防災対策、子育て支援及び教育行政などにつ
いて質問したほか、市政の課題について活発
な議論が交わされました。
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債務負担　事業や事務が単年度で終了せずに後の年度においても支出をしなければならない場合に、あらかじめ後の年度の債務を約束することを予算で決めておくこと。

す
る
た
め
の
「
観
光
施
設
管

理
事
業
」
１
２
０
２
万
６
千

円
、
移
住
者
の
交
流
拠
点
整

備
や
地
域
情
報
発
信
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
等

を
行
い
、
子
育
て
世
代
の
移

住
・
定
住
を
促
進
し
地
域
活

性
化
を
図
る
事
業
に
対
す
る

補
助
を
行
う
「
鹿
教
湯
温
泉

　

年
ブ
ラ
ン
ド
創
造
プ
ロ
ジ

１００ェ
ク
ト
支
援
事
業
補
助
金
」

２
０
０
０
万
円
、
１
月　

日
２９

に
発
生
し
た
雨
氷
に
よ
り
損

害
を
受
け
た
リ
フ
ト
送
電
線

の
復
旧
工
事
を
行
う
た
め
の

「
番
所
ケ
原
ス
キ
ー
場
管
理

運
営
事
業
」　

万
円
、
丸
子

１１５

中
央
小
学
校
の
防
火
扉
改
修

工
事
を
行
う
た
め
の
「
施
設

整
備
事
業
」
３
１
０
０
万
円
、

小
中
学
校
の
「
理
科
教
材
整

備
事
業
」
１
８
０
０
万
円
、

屋
根
改
修
工
事
を
行
う
「
丸

子
郷
土
博
物
館
管
理
運
営
事

業
」　

万
円
な
ど
で
す
。

８２０

　

今
定
例
会
で
は
、
既
存
の

条
例
を
一
部
改
正
す
る
条
例

案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
中
一
部
改

正
」
は
、「
建
築
基
準
法
施
行

令
」
の
特
別
避
難
階
段
の
構

造
の
改
正
に
伴
い
、
保
育
所

等
の
避
難
階
段
の
規
定
に
つ

い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
中
一
部
改
正
」
は
、
学
童

保
育
所
ト
ッ
ト
の
家
の
所
在

地
に
つ
い
て
、
建
て
替
え
の

間
の
代
替
施
設
の
所
在
地
に

変
更
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
中

一
部
改
正
」
は
、「
学
校
教
育

法
」の
一
部
改
正
に
よ
る「
義

務
教
育
学
校
」
制
度
の
新
設

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

事件決議

公
立
大
学
法
人
長
野
大
学
定
款
の
制
定
な
ど　

８
件
を
可
決

条 例

上
田
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に　

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
中
一
部
改
正
な
ど
３
件
を
可
決

　

事
件
決
議
で
は
、
市
が
長

野
大
学
を
公
立
大
学
法
人
化

す
る
た
め
に
は
、
長
野
県
の

認
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、

こ
の
認
可
に
先
立
ち
、
地
方

独
立
行
政
法
人
法
の
規
定
に

基
づ
い
て
行
う
「
公
立
大
学

法
人
長
野
大
学
定
款
の
制

定
」、公
立
大
学
法
人
の
資
本

金
に
つ
い
て
は
、
地
方
独
立

行
政
法
人
法
に
よ
り
、
上
田

市
は
公
立
大
学
法
人
に
資
金

そ
の
他
の
財
産
を
出
資
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

市
か
ら
法
人
に
出
資
す
る
財

産
に
充
て
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
現
在
の
大
学
の
土
地

と
建
物
を
学
校
法
人
長
野
学

園
か
ら
市
が
寄
附
を
受
け
る

「
負
担
付
き
寄
附
の
受
納
」及

び
学
校
法
人
長
野
学
園
か
ら

寄
附
を
受
け
た
財
産
を
、
公

立
大
学
法
人
に
資
本
金
と
し

て
出
資
す
る「
財
産
の
出
資
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
消
防
団
第
８
分
団
及

び
本
原
分
団
に
お
け
る
「
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
」、

西
部
公
民
館
を
建
築
す
る

「
西
部
公
民
館
施
設
整
備
事

業
建
築
主
体
工
事
請
負
契
約

の
締
結
」
等
全
部
で
８
件
の

事
件
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

報 告

専
決
処
分
し
た
条
例
１
件
及
び
補
正
予
算
７
件

を
承
認

【
そ
の
他
承
認
さ
れ
た
報
告
議
案
】

・
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
社
会
福
祉
授
産
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

・
市
立
産
婦
人
科
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
） 建て替え予定の学童保育所トットの家

西部公民館完成予定パース図

【
そ
の
他
可
決
し
た

 

事
件
決
議
】

・
交
通
事
故
に
係
る
和
解
に

つ
い
て

・
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

今
回
の
報
告
は
、
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
と
、
一
般
会
計

１
件
、
特
別
会
計
６
件
の
補

正
予
算
の
専
決
処
分
で
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
３
月　

日
付

３０

で
専
決
処
分
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
第
６
号
で
は
、
予

算
の
最
終
調
整
減
額
の
ほ
か
、

公
共
施
設
整
備
基
金
へ
の
積

立
金
と
し
て
５
億
円
、
減
債

基
金
へ
の
積
立
金
と
し
て
２

億
円
が
計
上
さ
れ
、
差
し
引

き　

億
８
８
４
３
万
９
千
円

１２
の
減
額
、
総
額　

億
２
０
６

７０６

３
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
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定
款
の
制
定
に
当

た
り
、
上
田
市
独

自
に
入
れ
込
ん
だ
主
な
も

の
は
何
か
。

公
立
大
学
法
人
が

大
学
を
設
置
し
、

管
理
す
る
目
的
を
、
地
域

に
根
差
し
た
大
学
と
し
て

教
育
研
究
の
推
進
に
努
め
、

豊
か
な
人
間
性
、
高
い
専

門
性
及
び
国
際
性
を
備
え
、

新
た
な
地
域
の
創
造
に
寄

与
し
、
実
践
力
の
あ
る
人

材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

上
田
市
に
お
け
る
知
の
拠

点
と
し
て
地
域
の
産
業
及

び
社
会
の
発
展
に
貢
献
す

る
た
め
と
し
た
点
、
法
人

の
名
称
と
し
て
歴
史
あ
る

現
在
の
長
野
大
学
の
名
称

を
引
き
続
き
使
用
し
た
点
、

学
長
は
大
学
内
部
か
ら
選

考
さ
れ
る
こ
と
か
ら
大
学

の
自
治
の
尊
重
が
図
ら
れ
、

ま
た
、
教
学
の
責
任
者
で

あ
る
学
長
と
経
営
の
責
任

者
で
あ
る
理
事
長
と
が
相

互
連
携
し
て
、
迅
速
か
つ

適
切
な
意
思
決
定
を
す
る

組
織
づ
く
り
が
図
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
学
長
と
理
事

長
を
別
に
任
命
す
る
と
し

た
点
、
理
事
会
を
設
置
し

て
重
要
事
項
を
決
定
す
る

場
合
に
は
理
事
会
の
議
決

を
経
る
と
し
た
点
、
ま
た
、

経
営
審
議
会
や
教
育
研
究

審
議
会
の
委
員
の
任
期
を

３
年
に
し
た
点
が
あ
る
。

現
在
、
長
野
大
学

が
保
有
す
る
預
金
、

現
金
等
は
ど
の
程
度
あ
る

の
か
。
ま
た
、
大
学
が
抱

え
る
負
債
、
借
金
は
あ
る

の
か
。

特
定
預
金
は
約　
５０

億
４
０
０
０
万
円

あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
減

価
償
却
特
定
預
金
が
約　
１９

億
円
、
施
設
拡
充
特
定
預

金
が
約　

億
円
、
合
わ
せ

２１

て
約　

億
円
が
施
設
整
備

４０

の
た
め
の
資
金
と
な
る
。

ま
た
、
教
職
員
の
退
職
時

に
必
要
と
な
る
退
職
給
与

引
当
預
金
が
約
４
億
５
０

０
０
万
円
、
今
後
の
運
営

に
充
当
可
能
な
そ
の
他
長

期
預
金
と
し
て
６
億
円
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
通
帳
等

に
よ
り
金
額
を
確
認
し
て

い
る
。
な
お
、
長
野
大
学

が
抱
え
る
負
債
、
借
金
は

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。

公
立
大
学
法
人
長
野

大
学
定
款
の
制
定
、

負
担
付
き
寄
附
の
受

納
、
財
産
の
出
資

 
問

 
答

観
光
施
設
管
理
事

業
費
の
施
設
管
理

委
託
料
に
つ
い
て
、
増
額

補
正
し
た
理
由
は
な
に
か
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
真
田
丸
」
に

出
演
し
て
い
る
大
勢
の
俳

優
が
上
田
真
田
ま
つ
り
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
警
備
体
制
の
強

化
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
年

間
の
所
要
額
に
不
足
が
生

じ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

農
山
漁
村
活
性
化

整
備
対
策
事
業
で

は
、
農
道
新
設
に
係
る
工

事
請
負
費
を
委
託
料
に
組

み
か
え
て
い
る
が
、
事
前

に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
か
。

計
画
す
る
奈
良
尾

地
区
の
農
道
が
１

級
河
川
、
雨
吹
川
を
横
断

す
る
た
め
、
河
川
管
理
者

で
あ
る
上
田
建
設
事
務
所

と
協
議
を
行
っ
て
い
た
が
、

県
の
本
協
議
が
２
月
に
は

じ
ま
り
、
当
初
計
画
と
は

異
な
る
橋
梁
形
式
と
す
る

よ
う
に
指
示
を
受
け
た
。

こ
の
た
め
、
新
た
に
橋
梁

の
詳
細
設
計
を
行
う
必
要

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
既

決
の
工
事
請
負
費
か
ら
組

み
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

６
次
産
業
化
推
進

事
業
費
の
園
芸
作

物
振
興
対
策
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
、
ワ
イ
ン
用
ブ

ド
ウ
の
苗
木
購
入
補
助
の

状
況
と
補
助
制
度
に
よ
り

新
た
に
拡
大
し
た
栽
培
面

積
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま

た
、
資
材
購
入
補
助
の
状

況
と
そ
の
対
象
面
積
は
ど

の
く
ら
い
か
。

繰
越
分
は
今
後
実

施
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
平
成　

年
度
の
実

２７

績
と
し
て
、
苗
木
購
入
補

助
は
４
経
営
体
に
対
し
４

種
類
５
０
４
０
本
分
で
、

こ
れ
に
よ
り
拡
大
し
た
栽

培
面
積
は
３
万
５
９
０
５

平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

ま
た
、
資
材
購
入
補
助
は

２
経
営
体
に
対
し
行
い
、

２
万　

平
方
メ
ー
ト
ル
を

５４０

対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
問

 
答

専
決
処
分
し
た
平
成

　

年
度
一
般
会
計
補

２７正
予
算
第
６
号
の
承

認
 
問

 
答

附帯意見　委員会の審査において、附託された案件の採択にあたり、委員会の意見や希望を表明するもの
伐倒薫蒸・樹幹注入　松くい虫防除の方法で、伐倒薫蒸は被害木を切り倒し密封、気体の薬剤を倒木に浸透させる方法。樹幹注入は幹に穴をあけて薬剤を注入する方法

 
問

 
答

総務文教委員会
●６月17日に開催し、条例案２件、予算案１件、事
件決議案４件、報告１件、陳情２件の審査を行い
ました。

●６月20日に開催し、予算案１件、報告１件の審査
を行いました。

要概査審の
産業水道委員会

 
問

 
答

一
般
会
計
補
正
予
算



（5）

結
婚
・
子
育
て
支

援
サ
イ
ト
構
築
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
子
育

て
に
関
す
る
各
種
行
政
サ

ー
ビ
ス
等
の
情
報
を
発
信

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
及
び

ア
プ
リ
を
構
築
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
と
す
る
か
方
針
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

い
つ
ご
ろ
を
め
ど
に
作
成

す
る
考
え
か
。

発
信
す
る
情
報
に

つ
い
て
は
、
子
育

て
中
の
女
性
が
中
心
と
な

っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
た
り
、
調
査
、
取

材
を
行
う
な
ど
し
て
、
一

番
必
要
と
さ
れ
る
情
報
が

何
か
と
い
う
こ
と
を
検
討

し
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

９
月
、
ア
プ
リ
を
来
年
の

３
月
を
め
ど
に
構
築
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

今
回
の
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ
と

低
所
得
者
に
か
か
わ
る
軽

減
判
定
所
得
の
見
直
し
の

対
象
と
な
る
世
帯
数
と
税

収
の
見
込
み
は
ど
う
か
。

ま
ず
、
賦
課
限
度

額
の
引
き
上
げ
で

は
、
基
礎
課
税
分
に
か
か

わ
る
対
象
が　

世
帯
、
後

２９

期
高
齢
者
支
援
金
等
分
に

か
か
わ
る
対
象
が　

世
帯

５５

で
あ
り
、
合
計
で
１
３
０

０
万
円
増
収
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。
ま
た
、
低
所

得
者
に
か
か
わ
る
軽
減
判

定
所
得
の
見
直
し
で
は
、

５
割
軽
減
の
基
準
額
改
正

に
よ
り　

世
帯
、
２
割
軽

３６

減
の
基
準
額
改
正
で　

世
２８

帯
が
対
象
と
な
り
、　

万
１７０

円
程
度
の
減
収
が
見
込
ま

れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
軽

減
世
帯
の
減
収
分
に
つ
い

て
は
、
保
険
基
盤
安
定
事

業
に
よ
る
繰
入
金
で
補
填

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
た

め
、
実
際
に
は
減
収
と
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 
問

 
答 一

般
会
計
補
正
予
算

 
問

長
野
県
市
町
村
振

興
協
会
等
の
自
治

会
関
係
の
助
成
事
業
の
採

択
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

と
聞
く
が
、
今
年
の
状
況

は
ど
う
か
。

上
田
市
か
ら
の
申

請　

件
、
助
成
額

２０

４
４
０
０
万
円
の
う
ち
採

択
は　

件
、
２
５
１
０
万

１１

円
で
あ
っ
た
。
過
去
に
採

択
さ
れ
た
実
績
が
あ
る
場

合
に
不
採
択
と
な
る
ケ
ー

ス
が
多
い
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
、
補
助
の
枠
が
厳

し
く
な
り
つ
つ
あ
る
な
か

で
、
継
続
し
て
申
請
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
広
く
自

治
会
に
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。

大
型
処
理
機
に
よ

る
生
ご
み
堆
肥
化

モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
、

実
施
地
区
を
１
か
所
追
加

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
地

区
選
定
の
見
通
し
、
ま
た

今
後
の
展
開
は
ど
う
か
。

ほ
ぼ
確
実
に
実
施

で
き
る
見
込
み
が

つ
い
た
こ
と
か
ら
、
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
千
曲
川
左

岸
地
区
の
１
か
所
を
追
加

し
た
。
モ
デ
ル
地
区
で
は

処
理
機
の
運
用
コ
ス
ト
に

つ
い
て
検
証
し
て
い
る
が
、

そ
の
結
果
、
制
度
化
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
時
点
で
、

自
治
会
や
協
議
会
を
は
じ

め
色
々
な
団
体
に
生
ご
み

堆
肥
化
を
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

車
両
更
新
に
際
し
、

第
８
分
団
と
本
原

分
団
の
２
つ
の
分
団
を
選

ん
だ
理
由
は
何
か
。

車
両
の
耐
用
年
数

　

年
を
め
ど
と
し

２０

て
計
画
的
に
更
新
し
、
そ

の
中
で
も
故
障
等
が
多
く

発
生
し
修
繕
費
が
か
か
っ

て
い
る
車
両
か
ら
更
新
し

て
い
る
が
、
今
回
は
第
８

分
団
が
該
当
し
た
。
本
原

分
団
は
、
こ
れ
ま
で
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備
し

て
い
な
か
っ
た
が
、
小
型

動
力
ポ
ン
プ
軽
積
載
車
を

整
備
統
合
す
る
な
か
で
、

消
火
能
力
や
機
動
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
新
規
に

導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
問

 
答

 
問

 
答

専
決
処
分
し
た
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算

 
答

ゲートキーパー　自殺の危険を示すサインに気づき、声をかけ、話を聞き、必要な支援につなげる人。

環境建設委員会
●６月20日に開催し、予算案１件、事件決議案３件、
報告３件の審査を行いました。

会員委任常

厚 生 委 員 会
●６月17日に開催し、条例案１件、予算案３件、事
件決議案１件、報告６件、請願１件、陳情１件の
審査を行いました。

 
問 消

防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
購
入

 
答
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国際会議観光都市　コンベンション法に基づき、国際会議場施設、宿泊施設などのハード面や国際会議等の誘致体制、近傍の観光資源などのソフト面の認定要件を満たし、コンベンションの振
興に適すると認められる市町村に対して観光庁長官が認定するもの。
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6月定例会一般質問要旨

　

６
月
定
例
会
で
は
一

般
質
問
を
６
月　

日
、

１３

　

日
、　

日
の
日
程
で

１４

１５

行
い
ま
し
た
。

問　

国
勢
調
査
の
速
報
値
に

よ
る
と
県
内
で
は
３
つ
の
自

治
体
で
人
口
が
増
え
て
い
る

が
、
そ
の
原
因
と
分
析
結
果

を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

三
自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

に
よ
る
と
、
南
箕
輪
村
は
、

土
地
、
家
賃
が
周
辺
に
比
べ

て
安
い
。
他
に
先
駆
け
、
子

供
の
医
療
費
や
保
育
料
の
助

成
を
実
施
し
た
。
周
辺
市
町

村
に
働
く
場
が
あ
る
。
ま
た
、

信
州
大
学
農
学
部
の
学
生
が

村
内
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
。

御
代
田
町
は
、
土
地
、
家
賃

が
周
辺
に
比
べ
て
安
く
、
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
に
規
模
の
大
き
い
会
社

が
あ
る
こ
と
。
松
本
市
は
、

健
康
寿
命
延
伸
都
市
の
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
り
、
人
口

が
増
え
て
い
る
。
大
学
や
企

業
が
集
積
し
、
県
内
外
か
ら

人
口
流
入
が
多
い
。
ま
た
、

観
光
に
よ
る
交
流
人
口
も
増

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

上
田
市
で
は
、
４
つ
の
大

学
等
を
有
す
る
学
園
都
市
、

製
造
業
を
基
幹
産
業
と
す
る

も
の
づ
く
り
都
市
、
文
化
と

芸
術
の
創
造
都
市
、
医
療
・

福
祉
の
充
実
し
た
健
幸
都
市

と
い
っ
た
特
性
、
ま
た
強
み

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
が
、
今
後
の
人
口
増
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

問　

疲
弊
し
て
い
る
地
域
を

再
生
す
る
に
は
地
域
資
源
を

生
か
し
た
持
続
可
能
な
地
域

循
環
型
経
済
を
目
指
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

答　
（
母
袋
市
長
）持
続
可
能

な
地
域
の
再
生
や
活
性
化
を

目
指
す
上
で
重
要
な
こ
と
は
、

資
源
を
生
か
し
た
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
創
出
、
ま
た
地
域

課
題
の
解
決
な
ど
潜
在
ニ
ー

ズ
を
掘
り
起
こ
し
た
需
要
創

造
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
、

地
域
の
付
加
価
値
や
生
産
性

の
増
大
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
の
経
済
循
環
を
起
こ
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

市
の
人
口
増
対
策

問　

熊
本
地
震
は
震
度
７
が

２
回
発
生
し
多
数
の
家
屋
倒

壊
を
引
き
起
こ
し
た
。
余
震

の
長
さ
と
と
も
に
、
新
た
な

教
訓
と
課
題
を
残
し
た
内
陸

直
下
型
地
震
で
あ
る
が
、
市

は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）本
県

も
直
下
型
が
危
惧
さ
れ
る
活

断
層
が
存
在
し
て
い
る
。
糸

魚
川
構
造
線
に
近
い
上
田
市

も
５
弱
か
ら
７
の
震
度
の
想

定
が
示
さ
れ
て
い
る
。
可
能

性
を
認
識
し
、
防
災
減
災
に

向
け
、
教
訓
を
活
か
し
た
取

り
組
み
が
必
要
と
肝
に
命
じ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

家
屋
倒
壊
や
損
壊
を
引

き
起
こ
し
揺
れ
と
あ
わ
せ
余

震
の
長
期
化
で
避
難
所
も
含

め
た
屋
内
へ
の
避
難
の
不
安

な
ど
、
避
難
所
の
あ
り
方
が

改
め
て
問
わ
れ
た
が
、
見
直

し
の
方
針
は
ど
う
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）熊
本

地
震
の
教
訓
を
元
に
課
題
を

洗
い
出
す
と
と
も
に
、
国
の

法
令
や
基
準
の
改
定
も
あ
る

の
で
、
こ
れ
を
受
け
て
避
難

所
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
中

で
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

問　

避
難
所
生
活
に
お
け
る

健
康
管
理
対
策
に
つ
い
て
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
心
の
ケ
ア
が
改
め

て
問
わ
れ
た
が
、
対
応
事
例

を
参
考
に
関
係
機
関
と
検
討

し
て
い
く
。

問　

平
成
６
年
に
市
は
国
際

会
議
観
光
都
市
と
し
て
国
の

認
定
を
受
け
て
い
る
が
、
今

後
の
取
組
方
針
は
ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）認
定
当
時

と
状
況
も
変
わ
っ
て
来
て
お

り
、
２
０
１
９
年
及
び
２
０

２
０
年
の
ビ
ッ
グ
国
際
ス
ポ

ー
ツ
大
会
に
照
準
を
合
わ
せ
、

国
際
会
議
観
光
都
市
の
概
念

を
一
歩
進
め
る
形
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

震
災
の
教
訓
と
対
策

 
久
保
田　

由
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
深
井　

武
文
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

国
際
会
議
観
光
都
市

地
域
経
済
の
再
生



（7）

30・10運動　食品ロス削減の取り組みとして、宴会等の最初30分間と最後10分間は席を離れてお酒を注ぎあわず自席で食事をする運動、家庭では、毎月30日は冷蔵庫クリーンアップデー
とし、冷蔵庫の賞味期限・消費期限に近いものや野菜・肉等の傷みやすいものを積極的に使用し冷蔵庫を空にする運動、毎月10日はもったいないクッキングデーとし、今まで食
べられるのに捨てられていた野菜の茎や皮等を活用して子供といっしょに料理をする運動。

問　

大
河
ド
ラ
マ
放
送
開
始

以
降
の
上
田
市
内
へ
の
観
光

客
の
入
り
込
み
状
況
と
各
施

設
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

入
り
込
み
客
数
は
新
幹
線
利

用
者
数
で
１
％
、
上
田
菅
平

　

の
利
用
台
数
で
６
％
ほ
ど

IC前
年
と
比
べ
増
加
し
て
い
る
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

真
田
丸
関
連
施
設
の
有
料
入

館
者
数
は
市
立
博
物
館
で　
１０

万
８
０
０
０
人
、
上
田
城
櫓

門
は　

万
３
０
０
０
人
で
、

１２

い
ず
れ
も
前
年
比
で
４
倍
以

上
。
真
田
氏
歴
史
館
は
５
万

６
０
０
０
人
の
利
用
で
、
こ

ち
ら
も
５
倍
以
上
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。

問　

千
本
桜
ま
つ
り
期
間
中

の
団
体
バ
ス
受
け
入
れ
の
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
渋
滞

に
よ
る
市
民
生
活
の
混
乱
は

生
じ
な
か
っ
た
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

期
間
中
の
観
光
バ
ス
の
入
り

込
み
台
数
は
１
６
３
３
台
で
、

昨
年
に
比
べ
２
倍
以
上
と
な

っ
た
。
ま
た
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
活
用
や
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た

駐
車
場
情
報
の
提
供
を
行
っ

た
結
果
、
昨
年
よ
り
渋
滞
に

関
す
る
市
民
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
は
減
少
し
た
と
感
じ
る
。

問　

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

真
田
茶
屋
の
運
営
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
、
中
心
市
街
地

に
設
置
さ
れ
た
真
田
十
勇
士

ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
の
イ
ベ

ン
ト
利
用
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

千
本
桜
ま
つ
り
期
間
中
の
真

田
茶
屋
６
店
舗
の
合
計
売
上

は
約
２
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
以
降
も
堅
調

な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
真

田
十
勇
士
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ

ス
に
も
今
ま
で
に
１
万
４
０

０
０
人
を
超
え
る
方
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、
商
店
街
の
歩

行
者
通
行
量
が
増
加
し
て
い

る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・「
上
田
市
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
」

真
田
丸
イ
ヤ
ー
前
半
戦

　
　
　
　
　

総
括

問　

上
田
市
は
ご
み
減
量
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
委
嘱
し
て
い

る
が
、
そ
の
人
数
と
役
割
は

何
か
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

上
田
市
の
ご
み
減
量
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
度
は
、
平
成
８
年

度「
燃
や
せ
る
ご
み
指
定
袋
」

の
有
料
化
と
同
時
に
、
ご
み

の
減
量
化
・
再
資
源
化
に
向

け
て
、
普
及
・
啓
発
・
指
導

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
発
足

し
た
。
任
期
は
２
年
で
、
各

地
区
自
治
会
連
合
会
の
推
薦

に
よ
り
、
現
在　

名
の
方
々

３３

に
委
嘱
し
て
い
る
。
活
動
内

容
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
再

資
源
化
に
関
す
る
知
識
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ
け
、
そ
れ

を
各
地
域
で
実
践
し
、
還
元

す
る
こ
と
で
、
地
域
に
お
け

る
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源

化
の
推
進
役
を
担
い
、
循
環

型
社
会
の
形
成
に
貢
献
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

問　

上
田
市
全　

自
治
会
あ

２４０

る
が
、
そ
こ
に　

人
で
は
全

３３

地
域
に
行
き
届
い
た
ご
み
減

量
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
に

は
、
あ
ま
り
に
も
少
な
く
、

　

名
程
度
に
増
員
で
き
な
い

１００か
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

現
在
は
各
地
区
自
治
会
連
合

会
か
ら
１
名
を
委
嘱
し
て
お

り
、
増
員
す
る
考
え
は
な
い
。

問　

上
田
市
は
ご
み
減
量
化

策
「　

・　

運
動
」
を
導
入

３０

１０

す
る
と
し
て
い
る
が
そ
の
内

容
と
効
果
は
ど
う
か
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

具
体
的
内
容
は
、
会
食
や
宴

会
の
席
で
、
乾
杯
後　

分
間

３０

は
席
を
立
た
ず
に
料
理
を
味

わ
い
、
お
開
き
前
の　

分
間

１０

は
自
分
の
席
に
戻
っ
て
再
度

料
理
を
味
わ
う
と
い
う
、
料

理
を
残
さ
な
い
た
め
の
取
り

組
み
で
あ
る
。
ま
ず
は
「
広

報
う
え
だ
」
を
は
じ
め
、
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
様
々

な
媒
体
を
活
用
し
て
市
民
や

各
種
関
係
団
体
の
皆
様
に

「　
・　

運
動
」
に
ご
協
力
い

３０
１０

た
だ
け
る
よ
う
、
広
く
周
知

を
図
っ
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
ス
ポ
ー
ツ
観
光

ご
み
の
減
量
化

問　
「　
・　

運
動
」
に
取
り

３０
１０

組
む
意
義
と
組
織
体
制
は
ど

う
か
、
市
長
の
決
意
は
。

答　
（
母
袋
市
長
）食
品
ロ
ス

の
削
減
は
可
燃
ご
み
の
削
減

に
つ
な
が
る
。
こ
の
運
動
を

広
く
市
民
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
具
体
的
な
削

減
目
標
値
の
設
定
な
ど
方
法

を
検
討
す
る
。
現
在
、
国
で

は
食
品
ロ
ス
削
減
関
係
省
庁

等
連
絡
会
議
を
設
置
し
国
民

運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
市

で
は
生
活
環
境
部
を
中
心
に

横
断
的
な
組
織
連
携
を
指
示

し
た
。

問　

市
民
・
事
業
者
の
賛
同

者
、
協
力
者
を
増
や
す
た
め

に
例
え
ば
食
べ
切
り
レ
シ
ピ

を
考
案
し
た
方
を
市
民
マ
イ

ス
タ
ー
に
認
定
す
る
、
賛
同

者
を
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
す
る

な
ど
市
民
が
楽
し
く
参
加
で

き
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

環
境
問
題
や
食
品
の
安
全
、

安
心
に
取
り
組
む
各
種
団
体

へ
の
協
力
を
要
請
す
る
と
と

も
に
食
品
の
有
効
利
用
な
ど

地
域
の
料
理
教
室
・
健
康
教

育
を
通
じ
市
民
が
楽
し
く
参

加
で
き
る
効
果
的
な
取
り
組

み
を
研
究
す
る
。

問　

食
品
ロ
ス
削
減
運
動
に

は
市
の
広
報
の
あ
り
方
が
大

変
重
要
で
あ
る
が
、
残
念
な

こ
と
に
市
の
施
策
が
市
民
に

十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
。
市
の
重
要
政
策

を
広
く
市
民
が
知
り
、
効
果

を
出
す
た
め
の
対
策
は
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）部
署

を
横
断
し
た
広
報
活
動
、
外

部
専
門
家
の
助
言
、
民
間
で

企
画
宣
伝
経
験
の
あ
る
職
員

の
活
用
な
ど
体
制
の
見
直
し
、

戦
略
的
広
報
を
す
る
た
め
の

組
織
見
直
し
も
検
討
し
た
い
。

今
年
度
は
戦
略
的
な
広
報
の

あ
り
方
を
定
義
す
る
広
報
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
地
方
創
生
と
テ
レ
ワ
ー
ク

食
品
ロ
ス
削
減

 
土
屋　

勝
浩
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
安
藤　

友
博
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
半
田　

大
介
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

政
策
広
報
の
あ
り
方
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インセンティブ　目的を達成させる、やる気を起こさせるための刺激のこと。

問　

大
地
震
に
よ
り
決
壊
が

心
配
さ
れ
る
た
め
池
の
補
強

工
事
及
び
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）震
度

５
強
程
度
の
地
震
に
対
応
す

る
た
め
、
市
内　

か
所
の
た

５２

め
池
の
堤
体
安
全
度
の
調
査

を
行
い
、
工
事
は
国
の
補
助

採
択
を
受
け
て
進
め
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
対
策

が
必
要
と
判
明
し
た
須
川
池

な
ど　

か
所
で
作
成
し
、
今

１１

後
も
年
次
計
画
で
進
め
た
い
。

問　

須
川
池
が
決
壊
し
た
場

合
、
下
流
の
住
宅
密
集
地
域

や
城
下
小
ま
で　

分
で
到
達

１０

す
る
が
、
緊
急
セ
ン
サ
ー
を

設
置
し
て
住
民
に
避
難
を
知

ら
せ
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
保
科
農
林
部
長
）緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
は
他

地
域
の
状
況
等
調
査
研
究
を

行
う
と
と
も
に
た
め
池
の
管

理
体
制
の
整
備
に
努
め
た
い
。

問　

地
震
発
生
時
の
児
童
生

徒
の
避
難
先
は
校
庭
と
な
っ

て
い
る
が
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）東
日

本
大
震
災
で
の
教
訓
か
ら
地

震
イ
コ
ー
ル
校
庭
避
難
と
い

う
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
慣
習

に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
を
想
定
し
、
今
後
学
校

等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
防
災
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
防
災

対
応
能
力
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
。

問　

市
で
は
昨
年
特
殊
詐
欺

非
常
事
態
宣
言
を
行
っ
た
が
、

市
民
運
動
を
行
う
考
え
は
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

平
成　

年　

月　

日
非
常
事

２７

１２

２４

態
宣
言
発
令
後
、
５
月
末
現

在
で
被
害
を
未
然
に
防
止
し

た
件
数
は　

件
、
阻
止
金
額

２６

は
３
７
６
６
万
円
で
あ
る
。

今
後
上
田
市
特
殊
詐
欺
等
被

害
防
止
連
絡
協
議
会
の
協
力

を
得
て
、
市
民
の
自
発
的
な

取
組
み
が
進
む
よ
う
運
動
を

展
開
し
た
い
。

大
地
震
に
備
え
る

問　

若
者
が
上
田
市
に
定
住

す
る
、
あ
る
い
は
上
田
市
を

離
れ
て
い
る
若
者
を
呼
び
戻

す
た
め
の
、
新
た
な
雇
用
の

創
出
に
つ
い
て
、
市
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

上
田
市
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に

お
け
る
、
年
齢
階
級
別
人
口

移
動
の
推
移
か
ら
も
、
男
女

と
も
若
年
層
の
転
出
超
過
の

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
、
学
生
を
初
め
と
す
る
若

者
の
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
、

一
旦
首
都
圏
に
出
た
学
生
を

呼
び
戻
す
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を

進
め
る
こ
と
は
、
人
口
減
少

対
策
に
お
い
て
も
、
大
変
重

要
な
施
策
と
捉
え
て
い
る
。

上
田
市
版
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
の
際
に
行
っ
た
、
大
学

・
専
門
学
校
生
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
中
で
は
、
住
み

や
す
い
上
田
市
に
こ
の
ま
ま

住
み
た
い
が
、
市
内
に
就
職

し
た
い
職
場
が
な
い
の
で
、

や
む
を
得
ず
出
て
い
く
と
い

う
意
見
が
散
見
さ
れ
た
。
こ

の
た
め
、
上
田
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

を
踏
ま
え
て
、
若
者
層
が
働

き
た
い
と
思
う
よ
う
な
雇
用

の
場
を
創
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
本

社
機
能
や
研
究
機
関
の
ほ
か
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
等
の
通
信
関
連
企

業
な
ど
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

っ
た
企
業
誘
致
を
推
進
し
て

い
く
。

問　

上
田
は
自
然
災
害
な
ど

が
極
め
て
少
な
い
ま
ち
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
を
売
り
に
し

て
、
本
社
機
能
の
移
転
を
含

め
た
、
企
業
・
工
場
の
誘
致

に
再
挑
戦
し
た
ら
ど
う
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

自
然
災
害
が
少
な
い
こ
と
は

リ
ス
ク
分
散
の
視
点
か
ら
も

企
業
誘
致
の
大
き
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
と
考
え
て

お
り
、
積
極
的
な
企
業
誘
致

を
促
進
し
て
い
く
。

新
た
な
雇
用
の
創
出

問　

輸
送
人
員
が
減
少
、
増

加
が
み
ら
れ
な
い
路
線
も
含

め
実
証
運
行
を
継
続
す
る
要

因
は
何
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

今
後
も
低
価
格
の
運
賃
設
定

に
よ
り
利
用
者
増
を
図
る
と

い
う
本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

料
金
を
実
証
運
行
前
に
戻
す

こ
と
な
く
継
続
す
る
考
え
。

問　

輸
送
人
員
の
少
な
い
路

線
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
交
通
手
段
確
保
の

観
点
か
ら
も
、
タ
ク
シ
ー
利

用
補
助
券
配
布
、
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
な
ど
の
新
た
な
取

り
組
み
に
切
り
替
え
る
必
要

も
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
者

へ
の
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
券

配
布
は
、
長
野
県
タ
ク
シ
ー

協
会
上
小
支
部
と
現
在
協
議

中
。
そ
の
他
の
提
案
は
地
域

の
ニ
ー
ズ
や
費
用
対
効
果
、

さ
ら
に
は
シ
ス
テ
ム
の
あ
り

方
も
含
め
検
討
す
る
。

問　

新
潟
薬
科
大
学
上
田
キ

ャ
ン
パ
ス
設
置
は
、
上
田
キ

ャ
ン
パ
ス
内
に
診
療
所
の
設

置
を
検
討
す
る
な
ど
上
田
市

に
と
っ
て
地
域
へ
の
貢
献
、

経
済
効
果
は
非
常
に
大
き
く
、

実
現
す
べ
き
と
考
え
る
が
設

置
構
想
に
対
す
る
市
長
の
見

解
は
ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）市
内
の
高

等
教
育
機
関
と
の
連
携
の
期

待
、
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ

ー
等
と
の
連
携
の
期
待
、
薬

剤
師
を
目
指
す
学
生
の
上
田

市
で
の
就
学
と
就
職
に
つ
な

が
る
期
待
な
ど
地
方
創
生
、

第
二
次
上
田
市
総
合
計
画
で

位
置
づ
け
た
学
園
都
市
づ
く

り
な
ど
上
田
市
の
目
指
す
方

向
に
も
合
致
し
地
域
へ
の
貢

献
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る
。

上
田
市
の
支
援
、
今
後
の
課

題
と
と
も
に
協
議
を
進
め
る
。

 
宮
下　

省
二
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

 
井
沢　

信
章
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
佐
藤　

論
征
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

運
賃
低
減
バ
ス
の
検
証

　

と
今
後
の
運
行
方
針

新
潟
薬
科
大
学
上
田　

キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
構
想

特
殊
詐
欺
撲
滅
対
策
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本会議を傍聴されたみなさんの声　
～こんなご感想・ご意見をいただきました～傍聴者

の声 　６月定例会において、本会議を傍聴された方は延べ４１人でした。
　傍聴された皆さんには、ご感想やご意見をアンケート用紙に記入していただ
いています。
　お寄せいただいたご感想、ご意見の一部を紹介します。

○　身近な質問があり、状況がよくわかりました。（70代　女性）

○　初めての議会傍聴でしたが、勉強になりました。もっと市民に知ってもらい、傍
聴者が増えることが望ましいと考えます。（60代　男性）

問　

宿
泊
体
験
を
行
う
こ
と

で
上
田
市
へ
の
移
住
を
促
進

す
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

上
田
市
の
良
さ
を
体
験
し
、

移
住
の
き
っ
か
け
に
な
る
日

帰
り
ツ
ア
ー
、
宿
泊
体
験
ツ

ア
ー
を
計
画
し
て
い
る
。
移

住
希
望
者
の
要
望
等
を
的
確

に
把
握
し
、
移
住
促
進
事
業

に
活
か
し
て
い
く
。

問　

各
自
治
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

現
状
と
課
題
は
何
か
。

答　
（
片
岡
上
田
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
豊
殿
、
川
西

地
域
の
隊
員
は
地
域
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
課
題

は
任
期
満
了
後
の
就
労
先
の

確
保
を
は
じ
め
と
し
た
定
住

に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
、
積
極
的
に
地
域

と
協
調
し
た
活
動
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

答　
（
岩
倉
真
田
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
真
田
地
域
の

隊
員
は
全
域
を
一
人
で
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
。
課
題

は
隊
員
が
新
た
な
活
動
や
活

動
の
拡
大
を
希
望
す
る
時
に

必
要
と
な
る
経
費
が
手
当
て

で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

答　
（
木
藤
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
武
石
地
域
に

お
い
て
は
課
題
を
整
理
し
、

現
状
の
活
動
を
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
。
地
域
で
の
暮
ら

し
に
生
き
が
い
が
持
て
る
よ

う
隊
員
の
意
向
を
伺
い
な
が

ら
支
援
し
て
い
く
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

広
域
的
な
隊
員
同
士
、
自
治

体
間
の
連
携
が
必
要
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
に
も
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）今
後
、

隊
員
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

も
含
め
、
地
域
、
行
政
、
協

力
隊
の
三
者
の
一
層
の
連
携

が
図
ら
れ
る
体
制
を
研
究
し

て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
ス
ポ
ー
ツ
産
業

移
住
・
定
住
と　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

問　

市
の
保
育
士
の
正
規
と

非
正
規
職
員
の
割
合
と
賃
金

体
系
は
ど
う
か
。
ク
ラ
ス
担

任
の
正
規
・
非
正
規
職
員
の

平
均
賃
金
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）　

年
４
月
現
在
、

２８

正
規
職
員
が　

人
で　

％
、

１６１

３８.７

非
常
勤
職
員
が　

人
で　

％

２５５

６１.３

で
あ
る
。
賃
金
体
系
は
、
正

規
は
事
務
系
職
員
と
同
じ
で
、

非
常
勤
は
勤
務
時
間
が
１
日

　

時
間
の
臨
時
が
月
額
制
、

７.７５パ
ー
ト
が
時
給
制
で
時
給　
９５０

円
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
担
任
の

正
規
保
育
士
の
平
均
給
料
月

額
は
賞
与
を
除
き　

万
９
０

２６

０
０
円
、
臨
時
保
育
士
は
月

額　

万
５
０
０
０
円
で
あ
る
。

１９
問　

ク
ラ
ス
担
任
は
重
い
責

任
が
あ
り
、
同
一
労
働
と
思

わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
改

善
に
努
力
し
て
い
る
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
平
成　

年
度
か
ら

２６

保
育
の
経
験
年
数
に
応
じ
て

経
験
加
算
給
制
度
を
導
入
し
、

処
遇
改
善
を
図
っ
た
。

問　

多
子
世
帯
の
保
育
料
の

軽
減
措
置
の
拡
充
を
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
第
２
子

の
軽
減
を　

％
と
し
た
場
合

２０

の
収
入
減
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
同
時
通
園
し
て
い

る
兄
弟
が
い
な
い
第
２
子
の

保
育
料
に
つ
い
て
、
年
収　
３６０

万
円
未
満
の
世
帯
は
国
に
準

じ
て　

％
の
軽
減
、
こ
れ
よ

５０

り
上
の
階
層
は
、
市
独
自
に

一
律　

％
の
軽
減
を
し
て
い

１０

る
が
、　

％
と
し
た
場
合
の

２０

市
負
担
額
は
、
年
間
で
約
２

５
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。

問　

医
療
費
無
料
化
の
対
象

年
齢
を　

歳
ま
で
引
き
上
げ

１８

た
場
合
の
財
政
負
担
は
ど
の

く
ら
い
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
年
間
５
２
０
０
万

円
以
上
が
新
た
に
必
要
と
な

る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
男
女
共
同
参
画

保
育
問
題

 
古
市　

順
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

子
育
て
支
援

パーキングパーミット制度　車椅子、高齢者、妊産婦等本人に利用者証を発行し、本人またはその介助者や介護者が運転する自動車を専用区画に駐車する際、利用者証をルームミラーにかけ、
専用区画に必要な方が必要なときに駐車場が利用できるようにする制度。全国32府県が導入、相互利用をしている。長野県は来年7月頃から導入。

 
金
沢　

広
美
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問
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悉皆（しっかい）調査　調査探求しようとする事象を全体にわたって漏れなく、また重複することなく調査する方法のこと。

問　

日
本
遺
産
の
申
請
は
い

つ
頃
予
定
し
て
い
る
の
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）６
月

か
ら
市
内
文
化
財
の 
悉
皆 
調

し
っ
か
い

査
に
着
手
し
て
お
り
、
あ
ら

ゆ
る
文
化
遺
産
を
対
象
に
市

内
全
域
を
調
査
し
、
保
護
・

活
用
の
方
針
や
計
画
を
策
定

す
る
ま
で
に
は
相
応
の
期
間

を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。

基
本
と
な
る
上
田
市
歴
史
文

化
基
本
構
想
策
定
が
平
成　
３０

年
度
末
の
完
了
予
定
で
あ
り
、

日
本
遺
産
へ
の
認
定
申
請
は

平
成　

年
度
を
目
指
し
て
い

３１

る
。

問　

ラ
ク
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
の
具

体
的
な
誘
致
国
は
あ
る
の
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

昨
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
セ
ン

ト
・
ポ
ー
ル
ズ
校
ラ
グ
ビ
ー

部
関
係
者
に
菅
平
高
原
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
を
実

施
し
、
今
年
７
月
下
旬
に
は

同
じ
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら

マ
ル
ボ
ロ
カ
レ
ッ
ジ
校
が
お

越
し
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、

キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
の
実
現
に

向
け
鋭
意
努
力
す
る
。

問　

五
輪
参
加
国
と
の
交
流

を
進
め
る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
構

想
に
関
す
る
方
針
は
ど
う
か
。

答　
（
西
入
政
策
企
画
部
長
）

ラ
ク
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン

プ
地
誘
致
に
取
り
組
む
こ
と

か
ら
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
構
想

を
活
用
し
た
国
際
交
流
の
推

進
、
地
域
活
性
化
や
観
光
振

興
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
現
在
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
の
登
録
を
得
る
た
め
、

交
流
計
画
を
含
む
申
請
書
を

国
へ
提
出
し
て
い
る
。
今
後

に
つ
い
て
も
、
対
象
と
な
る

国
を
絞
り
込
み
な
が
ら
交
渉

を
進
め
、
相
手
国
と
の
合
意

が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

真
田
丸
放
送
終
了
後
の

地
域
振
興
策
と
上
田
市

の
今
後
の
Ｐ
Ｒ
方
法

問　

昨
年　

月
に
追
加
さ
れ

１２

た
地
域
経
済
循
環
図
の
地
域

で
稼
い
だ
お
金
が
住
民
や
企

業
な
ど
の
所
得
、
地
域
住
民

の
消
費
、
地
域
企
業
の
投
資

に
回
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す

経
済
循
環
率
は　

％
。
こ
の

９５.２

状
況
を
ど
う
捉
え
る
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

住
民
の
買
い
物
額
等
を
示
す

民
間
消
費
額
は
市
内
総
額
３

６
９
７
億
円
で
、
こ
の
う
ち

上
田
市
民
が
消
費
し
た
金
額

は
３
３
２
７
億
円
。
差
額　
３７０

億
円
は
市
外
の
方
が
市
内
で

消
費
し
て
お
り
、
上
田
市
は

消
費
を
外
か
ら
吸
引
す
る
中

核
都
市
と
し
て
の
力
が
あ
る

と
考
え
る
。
一
方
、
企
業
の

設
備
投
資
等
を
示
す
民
間
投

資
額
は
、
市
内
企
業
が
市
外

へ
投
資
し
た
金
額
が　

億
円
。

２２２

こ
れ
は
当
地
域
に
お
い
て
完

成
品
を
販
売
す
る
メ
ー
カ
ー

が
少
な
い
反
面
、
様
々
な
メ

ー
カ
ー
製
品
の
部
品
加
工
を

下
請
す
る
企
業
が
多
く
、
設

備
等
を
市
外
か
ら
調
達
す
る

ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、
企
業

投
資
が
流
失
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
今
後
の
方
向
と

し
て
、
基
幹
産
業
の
製
造
業

で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

市
も
中
小
企
業
が
特
定
分
野

の
製
品
や
技
術
等
を
強
化
し
、

他
地
域
企
業
と
の
差
別
化
に

よ
り
競
争
力
を
高
め
る
取
り

組
み
の
推
進
が
必
要
と
考
え

る
。

問　

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
さ
ら
に

活
用
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

今
年
度
、
上
田
市
商
工
業
振

興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
く

中
、
基
礎
デ
ー
タ
の
分
析
に

十
分
活
用
す
る
。
ま
た
、
今

後
推
進
し
て
い
く
東
信
州
エ

リ
ア
に
お
け
る
次
世
代
成
長

産
業
創
出
に
向
け
た
取
り
組

み
で
も
、
広
域
的
な
産
業
分

析
に
有
効
に
活
用
す
る
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
観
光
統
計
数
値
の
発
表

・
全
国
植
樹
祭

・
地
価
と
固
定
資
産
税

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム

（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

問　

染
屋
浄
水
場
で
小
水
力

発
電
が
開
始
さ
れ
て
１
年
が

た
つ
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

答　
（
宮
澤
上
下
水
道
局
長
）

予
定
で
は
、　
　

/
ｈ
だ
っ

５１
kw

た
が
、　
　

/
ｈ
が
可
能
で
、

６１
kw

経
産
省
へ
出
力
変
更
届
け
を

出
し
た
。
年
間
の
売
電
収
入

は
１
６
０
０
万
円
余
と
な
り
、

期
待
し
た
結
果
が
得
ら
れ
た
。

問　

小
水
力
発
電
の
導
入
は

県
下
初
と
思
う
が
、
市
の
情

報
発
信
が
足
り
な
い
と
感
じ

る
。

答　
（
宮
澤
上
下
水
道
局
長
）

完
成
式
の
時
は
充
分
Ｐ
Ｒ
で

き
た
が
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に

よ
り
更
新
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
。
回
復
し
た
の
で
、

今
後
は
毎
月
、
発
電
量
、 

削
減
量
は
更
新
し
て
い
く
。

問　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報

セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
ど
う
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）「
上

田
城
城
下
町
絵
図
」
は
、
昨 CO2

年
の　

倍
の
ア
ク
セ
ス
が
あ

１５

っ
た
。
ま
た
、
市
内
の
小
中

学
校
の
情
報
教
育
支
援
は
信

頼
さ
れ
て
い
る
。
事
業
の
あ

り
方
は
、
運
営
審
議
会
で
検

討
し
て
い
く
。

問　

上
田
市
は
情
報
発
信
力

が
弱
い
と
感
じ
る
。
千
数
百

人
の
市
職
員
に
、
情
報
発
信

の
依
頼
は
で
き
な
い
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）市
が

発
信
す
る
情
報
は
、
全
て
市

に
責
任
が
あ
る
の
で
、
検
討

の
上
、
推
進
し
て
い
く
。

問　

登
録
者
数
は
何
人
か
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
６
月
１
日
現
在
、　
１７５

人
で
あ
る
。

問　

２
月
に
市
か
ら
住
民
票

発
行
の
通
知
が
あ
り
、
情
報

公
開
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、

公
開
さ
れ
た
文
書
は
全
て
、

黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た

が
、
考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
個
人
情
報
保
護
条
例

の
適
正
な
運
用
を
図
っ
た
も

の
で
あ
る
。

小
水
力
発
電

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
小
坂
井　

二
郎
議
員
（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

 
松
山　

賢
太
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

 
山
田　

英
喜
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア　

　

情
報
セ
ン
タ
ー

住
民
票
等
本
人
通
知
制
度
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プログラミング教育　プログラミングとはコンピューターソフトウェアを使って仕事に必要な計算をすること、また、芸術表現にもなるような作品を作ることであり、論理思考や問題について
考え抜く力が必須であることから、子どもたちの基礎学力を養うために活用するもの。

問　

地
区
防
災
計
画
策
定
の

考
え
方
は
ど
う
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）地
区

防
災
計
画
は
、
地
区
の
特
性

を
盛
り
込
む
こ
と
が
重
要
な

の
で
、
地
域
の
方
々
に
参
画

し
、
計
画
を
策
定
い
た
だ
く

よ
う
呼
び
か
け
る
。
市
が
情

報
提
供
を
行
う
な
ど
、
協
力

し
て
い
き
た
い
。

問　

上
田
市
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
活
用
の
働
き
か
け
と

自
治
会
未
加
入
世
帯
へ
の
周

知
は
ど
う
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）自
主

防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

や
出
前
講
座
等
で
周
知
啓
発

を
図
っ
て
い
る
。
自
治
会
未

加
入
世
帯
に
は
、
新
聞
報
道
、

市
の
H
P
で
の
公
開
や
窓
口

で
も
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
転
入
者
に
も
渡
し
て

い
る
。

問　

災
害
時
要
援
護
者
名
簿

と
住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の

作
成
状
況
と
情
報
の
扱
い
の

考
え
方
は
ど
う
か
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）平
成

　

年
３
月
末
現
在
で
全　

自

２８

２４０

治
会
中　

の
自
治
会
で
作
成

２３０

さ
れ
て
い
る
。
現
在
未
着
手

は
５
自
治
会
。
未
着
手
自
治

会
に
は
、
個
別
に
説
明
会
を

開
催
し
て
い
く
。
更
新
は
、

市
か
ら
更
新
情
報
を
送
付
し
、

自
治
会
に
訪
問
調
査
・
修
正

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
は
マ
ッ
プ
が
完
成
し
て
い

る
自
治
会
全
て
に
年
１
回
更

新
情
報
を
提
供
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。
保
管
は
、

自
治
会
が
情
報
管
理
責
任
者

を
選
任
し
、
保
管
・
管
理
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
公

開
は
、
平
常
時
は
最
小
限
の

自
治
会
役
員
や
民
生
委
員
等

に
伝
え
ら
れ
、
管
理
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
非
常
時
は
、

災
害
対
策
本
部
や
救
援
団
体

に
公
開
し
、
被
災
の
危
険
性

が
あ
る
要
援
護
者
の
救
助
や

支
援
を
行
う
と
し
て
い
る
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

問　

上
田
城
跡
公
園
の
児
童

遊
園
地
の
今
後
の
整
備
計
画

は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
都
市
建
設
部
長
）

現
在
公
園
緑
地
課
で
は
公
園

施
設
長
寿
命
化
対
策
支
援
事

業
を
活
用
し
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
市
内
の
公
園
の
遊

具
な
ど
公
園
施
設
を
年
次
計

画
で
改
築
、
更
新
し
て
い
く

計
画
が
あ
る
。

問　

児
童
遊
園
地
に
あ
る
動

物
舎
の
今
後
の
整
備
の
予
定

は
ど
う
か
。

答　
（
峰
村
都
市
建
設
部
長
）

動
物
舎
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
が
大
変
進
ん
で
い
る
状
況

で
あ
る
。
長
寿
命
化
対
策
支

援
事
業
と
し
て
動
物
舎
の
更

新
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
児
童
遊
園
地
全

体
の
施
設
配
置
計
画
の
中
で
、

動
物
の
生
態
を
十
分
に
考
慮

し
て
、
施
設
の
規
模
、
設
置

場
所
を
検
討
し
、
今
ま
で
以

上
に
多
く
の
方
々
に
親
し
ま

れ
る
児
童
遊
園
地
と
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　

必
修
化
が
検
討
さ
れ
て

い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
（
小
林
教
育
長
）上
田
市

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
国

の
動
向
に
も
留
意
し
つ
つ
、

急
速
に
進
展
す
る
情
報
化
社

会
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
と

っ
て
必
要
な
技
術
や
能
力
は

何
か
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、

今
後
も
情
報
教
育
の
充
実
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

情
報
教
育
を
行
う
た
め
、

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）新
た
な

情
報
教
育
へ
の
対
応
を
す
る

際
に
は
専
門
的
な
知
識
を
有

す
る
身
近
な
存
在
と
し
て
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
研
究

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本会議を傍聴されたみなさんの声　

～ご感想・ご意見をいただきました～傍聴者
の声 ○　議員の地域での防災体制についての質問に、わかりやすい理事者等の答弁

があり、もう少し住民として関心を持たなければいけないと感じました。
（70代）

○　残さず食べよう！３０・１０（さんまる・いちまる）運動は大変興味深く、
勉強になりました。冷蔵庫クリーンデーは考えたこともありませんでした
ので、食品ロスにならないよう意識して、大切にしていきたいと思います。
（60代　女性）

上
田
城
跡
公
園

学
校
教
育

 
成
瀬　
 
拓
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

 
林　

和
明
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

（続き）
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下水道管更生工事　腐食等老朽化した下水道管を掘り起こさずに直す工事。　　
ＡＬＴ　外国語指導助手。
地方消費者行政推進交付金　地方公共団体が行う消費者の安全・安心確保に向けた取り組みを安定的に支援するため国から交付されるお金。

問　

５
月
１
日
付
の
広
報
う

え
だ
に
方
針
決
定
の
情
報
を

掲
載
し
た
の
は
、
十
分
に
説

明
責
任
を
果
た
し
た
判
断
に

よ
る
も
の
な
の
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）川
辺

小
学
校
、
東
塩
田
小
学
校
地

域
の
自
治
会
役
員
、
東
塩
田

振
興
会
、
保
護
者
の
皆
様
を

対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催

し
た
。
説
明
会
で
は
、
一
部

に
今
回
の
方
針
に
理
解
を
示

す
声
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は

老
朽
化
し
た
調
理
場
の
更
新

は
必
要
で
あ
る
が
、
川
辺
小

学
校
と
東
塩
田
小
学
校
の
自

校
給
食
は
、
存
続
し
て
ほ
し

い
と
の
声
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
は
、
調
理
員
の
姿
が
見
え

る
自
校
給
食
が
食
育
に
効
果

的
で
あ
る
と
い
う
意
見
や
特

色
あ
る
学
校
給
食
の
存
続
へ

の
思
い
、
地
域
に
愛
さ
れ
存

続
し
て
き
た
自
校
給
食
へ
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
ご
意
見

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
に

何
を
知
ら
せ
る
の
か
、
わ
か

り
や
す
く
情
報
を
伝
え
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

を
工
夫
し
、
情
報
発
信
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

多
く
の
市
民
が
知
ら
な

い
う
ち
に
進
め
る
こ
と
は
、

住
民
自
治
・
分
権
自
治
形
成

を
目
指
し
、
市
民
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
仕

組
み
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
う

た
っ
た
「
上
田
市
自
治
基
本

条
例
」
か
ら
逸
脱
し
た
も
の

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）御
指
摘
の

視
点
は
、
こ
れ
か
ら
の
上
田

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
重
要
な
視
点
で
あ
り
、

当
然
に
教
育
委
員
会
と
し
て

も
、
こ
れ
か
ら
運
営
方
針
に

沿
っ
た
検
討
を
進
め
る
中
で
、

引
き
続
き
市
民
の
皆
様
に
わ

か
り
や
す
い
形
で
の
情
報
発

信
を
行
い
、
真
に
児
童
生
徒

の
食
育
に
資
す
る
給
食
運
営

に
向
け
、
検
討
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問　

公
立
保
育
園
に
お
け
る

３
歳
未
満
児
の
入
園
の
状
況

や
受
入
体
制
は
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
受
入
数
は
５
年
間

で
約　

人
増
加
し
、
割
合
は

１５０

４
月
時
点
で　

％
を
占
め
て

２５

い
る
。
園
舎
の
増
改
築
や
未

満
児
保
育
室
の
整
備
を
実
施

し
た
。

問　

発
達
に
応
じ
た
少
人
数

で
の
保
育
の
充
実
は
ど
う
か
。

答　
（
神
代
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
小
規
模
保
育
園
の

あ
り
方
も
含
め
保
育
園
の
適

正
な
配
置
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

問　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
の
利
用
実
態
は
。
お
子
さ

ん
へ
の
支
援
の
あ
り
方
は
。

答　
（
櫻
田
福
祉
部
長
）県
内

９
ヵ
所
の
う
ち
２
ヶ
所
が
市

内
の
社
会
福
祉
法
人
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
、
定
員　

名
を

３０

超
え
る
利
用
状
況
で
、
上
小

圏
域
外
か
ら
の
利
用
者
も
い

る
。
施
設
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
市
の
独
自
の
補
助
は
な

い
が
、
国
や
県
の
社
会
福
祉

施
設
等
整
備
事
業
補
助
金
が

あ
り
、
本
採
択
に
向
け
て
市

と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
。

問　

矢
出
沢
川
の
治
水
・
水

害
対
策
は
。

答　
（
峰
村
都
市
建
設
部
長
）

長
野
県
で
は
、
平
成　

年
８

２２

月
の
集
中
豪
雨
を
受
け
、
矢

出
沢
川
計
画
を
策
定
し
、
国

に
認
可
申
請
を
行
い
、
平
成

　

年
８
月
末
に
認
可
を
受
け

２３て
い
る
。
現
在
、
し
な
の
鉄

道
の
鉄
橋
付
近
か
ら
芳
泉
寺

ま
で
の
約　

ｍ
間
の
事
業
を

３５０

進
め
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

整
備
計
画
区
間　

㎞
の
早
期

４.１

完
成
に
向
け
県
に
お
願
い
す

る
。

問　

市
長
自
ら
の
行
動
は
。

答　
（
母
袋
市
長
）各
団
体
の

県
の
機
関
、
長
野
県
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
、
同
校
の
状
況
を

確
認
し
、
今
後
取
り
組
む
。

子
育
て
支
援
の
推
進

問　

通
学
路
の
指
定
に
際
し

重
要
視
し
て
い
る
項
目
は
何

か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）学
校

保
健
安
全
法
の
規
定
で
、
児

童
生
徒
の
安
全
に
関
す
る
事

項
の
計
画
を
立
て
て
実
施
し
、

文
部
科
学
省
が
示
す
交
通
安

全
の
指
針
と
し
て
交
通
が
頻

繁
な
道
路
や
鉄
道
線
路
等
と

の
交
差
を
避
け
、
安
全
な
通

学
路
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、

防
犯
上
死
角
の
多
い
場
所
、

人
通
り
が
少
な
い
場
所
も
避

け
て
通
学
路
を
確
保
す
る
。

問　

通
学
路
ご
と
の
問
題
点

を
、
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）国
道

・
県
道
・
市
道
の
各
管
理
者
、

警
察
、
市
の
関
係
部
署
、
教

育
委
員
会
で
上
田
市
通
学
路

安
全
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

危
険
箇
所
調
査
を
し
て
安
全

対
策
も
順
次
実
施
す
る
。

問　

通
学
路
の
問
題
解
決
の

成
果
は
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）市
内

　

の
危
険
箇
所
の
う
ち　

箇

８２

２３

所
は
対
策
を
取
っ
て
お
り
、

残
り
も
順
次
対
策
を
講
ず
る
。

問　

問
題
解
決
が
長
期
化
す

る
場
合
は
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）根
本

的
な
対
策
と
は
別
に
、
歩
道

と
車
道
を
分
離
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
パ
イ
プ
を
設
置
す
る

な
ど
応
急
的
な
対
策
方
法
を

検
討
す
る
。

問　

自
転
車
は
本
来
歩
道
を

通
行
で
き
な
い
が
、
市
内
に

は
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
が
少

な
く
自
転
車
運
転
者
が
加
害

者
に
な
る
心
配
が
あ
る
が
、

自
転
車
の
安
全
確
保
は
。

答　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

自
転
車
は
車
道
通
行
を
原
則

と
し
な
が
ら
も
法
令
の
範
囲

内
で
歩
道
を
通
行
で
き
る
場

合
も
あ
る
が
、
歩
行
者
優
先

の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
、
手
軽
な
乗
り

物
で
あ
る
自
転
車
の
交
通
事

故
を
無
く
す
た
め
に
は
自
転

車
の
安
全
教
育
の
機
会
を
増

や
す
事
が
重
要
で
あ
る
。

市
内
通
学
路
の
安
全
確
保

 
渡
辺　

正
博
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
は
ぐ
く
む

　
　
　

学
校
給
食

 
西
沢　

逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

水
害
対
策

新
潟
薬
科
大
学
誘
致
促
進

 
金
子　

和
夫
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問
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問　

女
性
の
活
躍
や
男
女
が

と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会

の
実
現
の
た
め
に
働
き
方
改

革
を
進
め
る
べ
き
。
経
営
者

や
管
理
職
の
意
識
改
革
の
た

め
に
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
す
る

考
え
は
。

答　
（
母
袋
市
長
）
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

に
も
有
効
な
手
段
で
あ
り
、

市
が
宣
言
す
る
こ
と
で
市
内

企
業
へ
の
広
ま
り
も
期
待
で

き
る
。
県
や
他
市
の
取
り
組

み
も
十
分
参
考
に
し
な
が
ら

検
討
す
る
。

問　

第
３
次
男
女
共
同
参
画

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
国

が
改
め
て
強
調
し
て
い
る
視

点
の
中
の
取
り
組
み
は
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
防
災
会
議
委
員
へ
の

女
性
登
用
や
熊
本
地
震
の
教

訓
も
踏
ま
え
、
さ
ら
に
防
災

対
策
へ
男
女
共
同
参
画
の
視

点
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
担
当

課
と
協
議
す
る
。
困
難
な
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
女
性
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

環
境
整
備
と
し
て
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

の
情
報
提
供
や
相
談
体
制
の

整
備
、
経
済
的
に
困
窮
し
て

い
る
世
帯
な
ど
の
児
童
生
徒

へ
の
学
習
支
援
や
、
多
様
化

す
る
女
性
へ
の
暴
力
根
絶
の

た
め
の
取
り
組
み
も
計
画
に

位
置
づ
け
る
。

問　

読
書
通
帳
と
セ
カ
ン
ド

ブ
ッ
ク
事
業
を
導
入
す
る
考

え
は
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）読
書

通
帳
機
の
導
入
効
果
は
大
き

い
が
経
費
が
高
い
。
手
書
き

仕
様
な
ど
利
用
方
法
を
工
夫

す
る
。
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
次
の
ス

テ
ッ
プ
を
担
う
も
の
。
子
供

の
読
書
環
境
が
よ
り
良
い
も

の
と
な
る
よ
う
必
要
性
や
効

果
を
検
証
し
、
導
入
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会

　
　
　
　

の
推
進

問　

被
災
後
の
重
要
デ
ー
タ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
た
め
に

ク
ラ
ウ
ド
化
の
検
討
が
必
要

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）費
用

対
効
果
や
技
術
的
な
課
題
も

ま
だ
残
っ
て
い
る
。
災
害
に

備
え
て
防
災
中
枢
拠
点
と
し

て
の
各
種
機
能
と
と
も
に
、

非
常
用
電
力
確
保
や
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
を
含
め
た
シ
ス

テ
ム
構
成
、
デ
ー
タ
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
機
能
な
ど
も
あ
わ
せ

て
検
討
し
て
い
く
。

問　

本
庁
舎
が
被
災
し
た
場

合
の
災
害
対
策
本
部
機
能
は

被
害
想
定
の
小
さ
な
真
田
自

治
セ
ン
タ
ー
が
適
切
と
思
う

が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）現
在
、

第
１
順
位
と
し
て
「
ひ
と
ま

ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う

え
だ
」
を
指
定
し
、
そ
こ
も

被
災
し
た
場
合
に
そ
な
え
、

第
２
順
位
と
し
て
真
田
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
を
指
定
し
て

い
る
。

問　

自
治
会
集
会
施
設
の
耐

震
化
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
自
主
防
災
組
織
に
お
け

る
住
民
の
防
災
や
避
難
の
訓

練
状
況
は
ど
う
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）平
成

　

年
３
月
末
に
は
耐
震
化
率

２９
　

％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

６１ま
た
、
過
去
５
年
間
の
防
災

訓
練
等
の
平
均
実
施
率
は　
４３

％
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

問　

地
域
予
算
は
市
全
体
で

ど
の
程
度
の
も
の
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
住
民

自
治
組
織
に
対
し
て
ど
の
く

ら
い
の
金
額
を
交
付
す
る
考

え
か
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
庁
内
に
お
い
て
交
付

金
制
度
の
構
築
に
向
け
た
検

討
を
現
在
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
た
め
、
具
体
的
に

今
申
し
上
げ
る
段
階
に
は
な

い
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
市
営
住
宅

上
田
市
の
危
機
管
理
体
制

イクボス　職場でともに働く従業員や部下の仕事と生活の両立を考え、育児参加に理解のある経営者や上司のこと。　　　　
ワークライフバランス　仕事と生活の両立。
読書通帳　銀行ＡＴＭのような専用端末機に通帳を通すと、自分が読んだ本のタイトルや貸し出し日が記録されるもの。
セカンドブック事業　子供に読書習慣をつけるきっかけとするため、３歳児健診や小学校入学時などに、年齢にあった絵本を新たに渡すこと。

 
池
田　

総
一
郎
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

○　活発な議論を望みます（原稿の棒読みはいかがなものか）。もう少しそれ
ぞれの言葉で発言してほしい。（70代　男性）

○　多くの市民の皆さんに傍聴してほしいと感じました。今までなかった日
の丸が掲げられていてびっくりしました。（60代　女性）

～議場への国旗の掲揚について～
　上田市議会では、平成27年12月定例会で提出された陳情第13号「議場に国旗の掲揚を求める陳情」
を議会運営委員会で審査し、賛成多数で採択しました。これを受け、翌1月に本会議場に国旗を掲揚し
ました。

傍聴者
の声
（続き）

本会議を傍聴されたみなさんの声　

～ご感想・ご意見をいただきました～

 
池
上　

喜
美
子
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

図
書
館
利
用
の
推
進

地
域
内
分
権
完
成
後
の

　
　
　
　

地
域
予
算
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（仮称）東信州次世代イノベーションセンター　 ビッグデータを活用した地域内の産業構造分析や人材育成プログラム開発、技術展示会開催、ホームページによる情報発信などを行うことが検
討されており、ＡＲＥＣを推進母体として設置され、企業に参加を呼び掛けるもの。

（仮称）東信州次世代産業振興協議会　広域的な技術力を活かすスケールメリットの発揮と市町村の枠を超えた一体的な支援が必要との認識から近隣１０市町村により設立し、健康・介護・ヘルス
ケア分野を基軸とした「次世代自立支援事業」などの新産業創出を目指す取り組みを行うもの。

問　

市
の
女
性
職
員
の
採
用

状
況
、
勤
続
年
数
や
管
理
職

登
用
率
等
就
労
実
態
は
ど
う

か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）　

年
２７

度
の
採
用
比
率
は
一
般
行
政

職　

％
、
専
門
職　

％
、
全

５０

９３

職
種
で　

％
で
あ
る
。
勤
続

７１

年
数
は
一
般
行
政
職
で
男
性

が　

年
で
あ
る
の
に
対
し
女

２０.８
性
は　

年
で
あ
る
。
管
理
職

１７.１

登
用
率
は　

％
で
あ
っ
た
。

１.８

問　

女
性
職
員
の
比
率
は
ど

う
か
。

答　
（
宮
川
総
務
部
長
）事
務

職
で
は
正
規
職
員
で　

％
、

２６

非
常
勤
で　

％
、
専
門
職
で

９１

は
正
規
で　

％
、
非
常
勤
で

９３

　

％
、
全
職
で
は
正
規　

％
、

９８

４１

非
常
勤　

％
が
女
性
職
員
で

８４

あ
る
。

問　

女
性
の
管
理
職
へ
の
登

用
を
今
後
に
ど
う
つ
な
げ
て

い
く
の
か
。

答　
（
母
袋
市
長
）女
性
職
員

を
対
象
に
意
欲
向
上
研
修
、

フ
ァ
シ
リ
テ
―
シ
ョ
ン
研
修

等
民
間
の
手
法
も
行
い
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
。

問　

小
規
模
小
中
学
校
の
現

状
と
児
童
生
徒
が
減
少
す
る

中
で
、
そ
の
存
続
を
ど
う
考

え
る
か
。

答　
（
小
林
教
育
長
）小
学
校

で　

校
、
中
学
校
で
５
校
が

１０
小
規
模
校
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。
存
続
に
つ
い
て
は
、
地

理
的
要
因
の
勘
案
や
地
域
事

情
へ
の
配
慮
が
必
要
。
ま
た
、

学
級
の
児
童
生
徒
数
や
学
校

全
体
の
児
童
生
徒
数
は
教
育

活
動
の
質
の
維
持
に
大
き
く

か
か
わ
る
た
め
学
級
数
と
あ

わ
せ
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

問　

通
学
区
の
境
界
域
に
つ

い
て
弾
力
的
に
運
用
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）実
情

を
調
査
し
、
自
治
会
等
地
域

や
学
校
の
意
見
を
聞
き
検
討

し
た
い
。

女
性
職
員
の
活
躍
推
進

問　

住
民
自
治
組
織
の
設
立

が
地
域
協
議
会
単
位
と
異
な

っ
て
い
る
地
域
の
組
織
形
態

の
考
え
方
や
特
徴
は
。
ま
た

市
は
何
を
目
指
し
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
う
考
え
か
。

答　
（
片
岡
市
民
参
加
協
働

部
長
）
市
内
一
律
に
定
め
る

の
で
は
な
く
、
歴
史
や
風
土

な
ど
地
域
の
実
情
に
照
ら
し
、

住
民
の
皆
様
が
最
も
連
携
、

協
力
し
や
す
い
範
囲
を
考
え

て
い
る
。
川
西
地
域
は
一
つ

の
住
民
自
治
組
織
、
丸
子
地

域
は
全
体
で
は
一
つ
で
あ
る

が
組
織
の
中
に
５
つ
の
地
区

会
議
を
設
置
、
神
科
・
豊
殿

地
域
は
、
神
科
地
区
と
豊
殿

地
区
に
別
々
に
設
立
す
る
。

主
体
的
な
地
域
づ
く
り
が
展

開
さ
れ
る
よ
う
、
人
的
、
財

政
的
支
援
を
整
え
る
。

問　
（
仮
称
）東
信
州
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
概
要

と
（
仮
称
）
東
信
州
次
世
代

産
業
振
興
協
議
会
の
役
割
は
。

答　
（
倉
島
商
工
観
光
部
長
）

産
学
官
連
携
に
よ
る
次
世
代

成
長
産
業
創
出
に
向
け
た
取

り
組
み
を
広
域
的
な
自
治
体

連
携
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

協
議
会
の
役
割
は
、
関
係
市

町
村
の
担
当
者
に
よ
る
戦
略

推
進
会
議
の
設
置
や
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
に
よ
る
事
業
計
画
策
定
、

運
営
財
源
の
検
討
や
協
議
を

行
う
。

問　

集
落
地
域
に
お
け
る
小

さ
な
拠
点
施
設
整
備
と
武
石

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
整
備
の

考
え
は
ど
う
か
。

答　
（
木
藤
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）上
田
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
に
お
い
て
、
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
を
武
石
地
域
等
で
推

進
す
る
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
も
賜

り
な
が
ら
整
備
を
進
め
た
い
。

地
域
内
分
権

問　

平
成　

年
度
か
ら
看
護

２６

師
派
遣
は
全
額
市
の
負
担
で

行
っ
て
い
る
が
、
現
状
、
看

護
師
の
活
動
は
１
日
３
～
４

時
間
に
な
っ
て
い
る
。
障
害

者
差
別
解
消
法
施
行
に
伴
い
、

本
年
度
か
ら
国
と
県
の
補
助

が
加
わ
る
。
今
後
、
看
護
師

の
活
動
時
間
拡
大
の
考
え
は

あ
る
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）今
後

も
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児

童
の
就
学
が
予
定
さ
れ
、
看

護
師
の
確
保
が
必
要
と
な
る

の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

長
期
間
の
休
み
や
放
課

後
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

お
子
さ
ん
が
友
達
と
一
緒
に

過
ご
す
た
め
、
児
童
館
や
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
へ
の
看

護
師
派
遣
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　
（
中
村
教
育
次
長
）特
定

の
施
設
へ
の
看
護
師
派
遣
は

難
し
い
が
学
校
生
活
や
放
課

後
、
長
期
休
業
中
等
、
日
常

生
活
全
般
ま
で
支
援
が
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
連
携
し
て
い
く
。

問　

誰
も
が
相
互
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
、
支
え
合
い
、

人
々
の
多
様
な
あ
り
方
を
相

互
に
認
め
合
え
る
社
会
を
目

指
す
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
が
、

母
袋
市
長
の
見
解
は
。

答　
（
母
袋
市
長
）本
年
４
月

か
ら
障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
、
教
育
分
野
も
障

が
い
の
あ
る
子
供
へ
の
合
理

的
配
慮
が
必
要
。
第
２
期
上

田
市
教
育
支
援
プ
ラ
ン
で
も
、

全
て
の
子
供
に
学
び
の
支
援

を
目
指
す
。
今
後
、
障
が
い

の
あ
る
子
供
た
ち
が
地
域
で

仲
間
と
と
も
に
教
育
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
推
進
に
努
め
て
い

く
。

 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

・
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約

へ
の
対
応

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

　

お
子
さ
ん
へ
の
支
援

 
松
井　

幸
夫
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

通
学
区
の
弾
力
的
運
用

 
佐
藤　

清
正
議
員
（
創
始
会
）

一
般
質
問

 
松
尾　

卓
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

広
域
連
携
に
よ
る　

　
　

産
業
振
興

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点

　
　

と
安
全
な
地
域
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確率降水量　ある現象が平均的に何年に1回起こるかを表した値を「再現期間」もしくは「確率年」といい、ある再現期間に1回起こると考えられる降水量を「確率降水量」という。

6月定例会　請願・陳情の審査結果

陳情
審査結果提　出　者件　名

継続審査
上田商工会議所
会頭　栁澤憲一郎　氏ほか５人

新潟薬科大学長野薬学部（上田キャンパス）の
設立に向けた陳情

不採択
一般社団法人こどもの園
代表理事　田口操　氏

上田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の改正を求める陳情

継続審査川島一郎　氏
上田市施設である上田市交流文化芸術センタ
ー内ホールを使用している金剛山歌劇団上田
公演中止を求める陳情

請願
審査結果提　出　者件　名

不採択
新日本婦人の会上田支部
支部長　深町吉恵　氏
（紹介議員　古市順子議員）

子ども・障がい者等の医療費窓口無料化が実施
されるよう県への意見書の提出を求める請願

　　皆さんの要望を市議会に請願・陳情できます。

　市議会では、皆さんの要望などを請願や陳情という形で受付をしています。
　提出された請願や陳情は内容を審査し、採択か不採択を決定します。

■請願について
　請願は、所管する常任委員会に付託して審査を行います。その結果をもとに、本会議で結論（議決）
を出します。請願は、請願を紹介する議員が必要です。

■陳情について
　陳情は、紹介議員は必要ありません。一部を除き、受理された場合は所管する常任委員会に付託して
審査を行いますが、本会議での議決は行わず、委員会の審査結果を本会議で報告します。

■請願・陳情の記載要件
・日本語を用いること
・次のことが記載されていること
　趣旨、提出年月日、住所及び氏名（※法人の場合はその名称及び代表者の氏名）、請願・陳情者の押印、
紹介議員の署名または記名・押印（※請願の場合）

■請願・陳情の趣旨説明
　請願・陳情の趣旨を明確にするために、提出者の希望によりその趣旨を説明する機会を設けています。
詳細は議会事務局にお問い合わせください。

　次回の9月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限は9月6日（火）の午後3時です。
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　議会では、市民の皆さんの身近な問題や上田市の予算や政策についてなど、
さまざまな話題について活発な議論が交わされています。

傍 聴
案 内

市議会の傍聴にお越しください。

煙
ど
な
た
で
も
議
会
の
傍
聴
が
で
き

ま
す
。

煙
事
前
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

煙
手
続
き
は
、
市
役
所
本
庁
舎
５
階

の
議
会
事
務
局
で
受
付
を
し
て
傍

聴
券
を
受
け
取
る
だ
け
で
す
。
氏

名
等
を
ご
記
入
い
た
だ
く
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

上
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
議
会
日
程

を
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ　

上
田
市
議
会
事

務
局
：
0
2
6
8
（　

）
0
4
5
2

22

傍聴席の様子（50席）

傍聴席の入り口

上田市議会のホームページをご覧ください！

　「議会を傍聴したいので詳しい日程が知りたい」、
「議会の時以外は、議員はどんな活動をしている
の？」というお問い合わせをいただくことがあります。
　市議会のホームページには、議会日程やそれ以外
の予定（議会カレンダー）を掲載しています。また、
議員の活動については、議員個人のホームページに
掲載している議員もいます。そちらは議員名簿の
リンクからご覧いただくことができます。
　そのほかにも本会議の会議録などをご覧いただ
くことができます。情報満載の上田市議会のホー
ムページをぜひご覧ください。

～議会ホームページでは次の情報を見ることができます～

○定例会・臨時会の日程 ○意見書・決議 ○議会報告会
○市議会カレンダー

○市議会のあらまし ○議会傍聴のご案内 ○請願・陳情につ
いて

○議員名簿・各種委員会名簿 ○議長交際費 ○政務活動
費 ○委員会視察報告 ○会派視察報告

市議会情報

市議会のしくみ

会議録検索システムうえだ市議会だより

市議会議員

傍聴席からは議会の様子が間近に見られます。
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　4月14日及び16日に震度7が観測された熊本地震が
発生し、以降熊本県から大分県にかけての広範囲におい
て地震が相次いで発生しています。
　上田市議会では、震災で命を落とされた多くの方々と
ご遺族に対して衷心より哀悼の意を表し、4月臨時会に
おいて黙祷を捧げました。

議
会
用
語
解
説

「
専
決
処
分
」

　

本
来
議
会
の
議
決
や
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

柄
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
長
（
市
長
）
が
議
会
の

議
決
の
前
に
処
理
す
る
こ
と
。
専
決
処
分
に
は
2
種
類
あ

り
、
地
方
自
治
法
第　

条
に
基
づ
く
処
分
は
、
さ
ま
ざ
ま

179

な
理
由
で
議
会
が
成
立
し
な
い
場
合
や
特
に
緊
急
を
要
す

る
た
め
に
議
会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い
場
合
に
、
地
方

公
共
団
体
の
長
が
議
決
す
べ
き
事
件
を
議
会
に
代
わ
っ
て

処
分
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
次

の
議
会
に
お
い
て
報
告
し
、
そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
法
第　

条
に
基
づ
く
専
決
処
分
は
、

180

あ
ら
か
じ
め
議
会
が
指
定
し
た
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
地

方
公
共
団
体
の
長
に
お
い
て
こ
れ
を
処
分
す
る
も
の
で
、

上
田
市
の
場
合
、
法
律
上
市
の
義
務
に
属
す
る
1
件　

万
100

円
以
下
の
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
、
こ
れ
に
伴
う
和
解
を

行
う
こ
と
、
ま
た
、
議
決
を
経
て
締
結
し
た
工
事
又
は
製

造
の
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
一
定
の
範
囲
内
で
変
更
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
専
決
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

「
事
件
」

　

議
会
に
提
出
さ
れ
る
議
案
に
は
、
条
例
案
、
予
算
案
、

事
件
決
議
案
、
意
見
書
案
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で

い
う
事
件
と
は
、「
事
柄
・
案
件
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

事
件
決
議
案
で
は
、
条
例
案
や
予
算
案
以
外
の
、
た
と
え

ば
一
定
金
額
以
上
の
工
事
請
負
や
委
託
契
約
の
締
結
や
市

道
の
認
定
、
廃
止
、
変
更
、
市
の
基
本
計
画
な
ど
の
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
て
い
ま
す
。

熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊本本本本本本本本本本地地地地地地地地地地震震震震震震震震震震被被被被被被被被被被災災災災災災災災災災者者者者者者者者者者支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動をををををををををを実実実実実実実実実実熊本地震被災者支援活動を実施施施施施施施施施施施

4月臨時会における黙祷

　被災された全ての皆様方に心からお見舞いを申し上げ
ますとともに、一日も早く元気を取り戻され、復興され
ますことをお祈り申し上げます。
　こうしたなか、4月19日に開催された会派代表者会
における決定により、被災された皆様の一助となるよう
議会として総額64万円の義援金を被災地へ送りました。
　また、5月20日には上田駅お城口及び中央二丁目交
差点において議員自ら街頭に立ち、市民の皆様へ支援を
呼びかける被災者支援募金活動を行い、募金総額
102,562円のご協力をいただきました。多くの皆様の
温かいご協力に、心より感謝申し上げます。皆様からお
預かりした募金は、日本赤十字社を通じて被災地の皆様
に届けられます。

上田駅お城口での募金活動

中央二丁目交差点での募金活動
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平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

平
成　

年
度  
政
務
活
動
費
の
収
支
を
報
告
し
ま
す
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

222222222222222222222222222222222222222227777777777777777777777777777777777777777727

　

平
成　

年
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改

２４

正
に
よ
り
、
政
務
調
査
費
の
名
称
が

「
政
務
活
動
費
」
に
な
り
、
交
付
目
的
も

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
上
田
市
議
会
で
も
条

例
改
正
を
行
い
、「
上
田
市
議
会
政
務

活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活

動
に
資
す
る
た
め
の
必
要
な
経
費
の
一

部
を
政
務
活
動
費
と
し
て
交
付
し
て
い

ま
す
。

　

上
田
市
議
会
で
は
、
政
務
活
動
費
の

額
は
議
員
一
人
当
た
り
年
額　

万
円
で
、

２４

議
会
の
各
会
派
に
対
し
て
４
月
１
日
に

所
属
す
る
議
員
の
人
数
分
の
額
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
書

の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
内
の
取

り
決
め
に
よ
り
、
す
べ
て
領
収
書
を
つ

け
て
報
告
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
ど
な
た
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

上田新風会公明党日本共産党創始会新生会会派名

720,062960,067960,0651,920,1432,640,226交 付 額
（預金利息含む）

331,136587,868337,1481,527,6802,092,160調査研究費

支　
　
　

出

205,02251,350399,132203,79037,930研 修 費

113,462057,56400広 報 費

00000広 聴 費

00000要請・　 　
陳情活動費

00000会 議 費

21,365295,20494,71500資料作成費

38,1417,91068,30475,8725,260資料購入費

00000人 件 費

00000事 務 所 費

00000そ の 他 の
経 費

709,126942,332956,8631,807,3422,135,350支 出 計

10,93617,7353,202112,801504,876残　　額
〔戻入額〕

各会派の政務活動費の収支報告 （単位：円）
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平
成　

年
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
で
、
政
務
調
査

２４

費
の
名
称
が
「
政
務
活
動
費
」
と
な
り
、
そ
の
交
付
の
目

的
が「
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
」

と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
政
務
活
動
費
を
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
経
費
の
範
囲
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

併
せ
て
、「
議
長
は
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使

途
の
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
従
来
調
査
研
究
の
活
動
と
認
め
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
陳
情
活
動
等
の
た
め
の
旅
費
や
交
通
費
、

会
派
で
の
会
議
に
要
す
る
経
費
等
に
つ
い
て
も
条
例
で
定

め
る
こ
と
で
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
田
市
議
会
が
条
例
で
定
め
て
い
る
政
務
活
動
費
を
充

て
る
こ
と
の
で
き
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
下
の
表
の
と
お

り
で
す
。

　

ま
た
、
上
田
市

議
会
で
は
、
政
務

活
動
費
の
使
途
の

透
明
性
を
確
保
す

る
た
め
に
、
収
支

報
告
書
へ
の
領
収

書
の
添
付
、
収
支

報
告
書
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

視
察
報
告
書
の
掲

載
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

政政政政政政政政政政
務務務務務務務務務務
活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動
費費費費費費費費費費
とととととととととと

政
務
活
動
費
と
ははははははははははは

政務活動費の状況は議会のホームページで
ご覧いただけます。

上田市議会が条例で定めている政務活動費を充てる
ことのできる経費の範囲

内　　　容項　　目

会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に要する経
費

調 査 研 究 費

１　会派が行う研修会の実施に要する経費
２　団体等が開催する研修会への所属議員の参加に要する経費

研 修 費

会派が行う市政及び会派の活動に関する住民への報告に要する経費広 報 費

会派が行う住民からの市政及び会派の活動に対する要望及び意見の聴取、住民
相談等に要する経費

広 聴 費

会派が行う要請・陳情活動に要する経費要請・陳情活動費

１　会派が行う各種会議の開催に要する経費
２　団体等が開催する意見交換会等各種会議への所属議員の参加に要する経費

会 議 費

会派が行う活動のために必要な資料の作成に要する経費資 料 作 成 費

会派が行う活動のために必要な図書、資料の購入に要する経費資 料 購 入 費

会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費人 件 費

会派が行う活動のために必要な事務所の設置及び管理に要する経費事 務 所 費



編
集
後
記

　

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」

の
放
送
開
始
よ
り
、
上
田
市

内
と
り
わ
け
上
田
城
跡
公
園

内
の
真
田
丸
大
河
ド
ラ
マ
館

に
大
勢
の
観
光
客
が
連
日
訪

れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
が
閉
会
し
、

い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
て

お
り
、
市
内
各
地
域
で
は

様
々
な
夏
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
市
議
会
で
は　

月
10

に
「
議
会
報
告
会
」
を
市
内

９
会
場
で
実
施
し
ま
す
。
車

座
集
会
に
お
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
所
に
出
向
い
て

の
意
見
交
換
を
考
え
て
い
ま

す
。
市
が
抱
え
る
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
上
田
市
政
発

展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

議
員
や
市
議
会
の
活
動
を
よ

り
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ

す
る
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行

に
、
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
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議員が各会場へ出向き、市民の皆さんに直接報告・説明するとともに、皆さんの声をお聞きす
る「議会報告会」を開催します。
　６回目の開催となる今年度は、従来方式の報告会を
９会場に増やして開催し、また、昨年度初めての試みと
して行ったテーマ別車座集会を常任委員会ごとに５会
場で開催します。テーマ別車座集会の開催は、各常任
委員会単位で設定したテーマに沿った形で行います。
　ぜひお出かけください。

◇（報告会）
昨年同様に各常任委員会からの報告の後、質疑にお答えする対面形式で行います。

◇（テーマ別車座集会）
常任委員会ごとに設定したテーマに沿って意見交換する車座形式で行います。

会　　場時　　間開　催　日

城 南 公 民 館

午後7時～8時30分

10月17日（月）
塩 田 公 民 館

川 西 公 民 館
10月18日（火）

武 石 公 民 館

上 野 が 丘 公 民 館10月19日（水）

西 部 公 民 館10月20日（木）

丸 子 文 化 会 館
10月21日（金）

真 田 中 央 公 民 館

中 央 公 民 館午後1時30分～3時10月23日（日）

広報広聴
委員会

環境建設
委員会厚生委員会産業水道

委員会
総務文教
委員会委員会

各常任委員会のテーマ、実施日時及び会場については、広報うえだ（１０
月１５日号）及び上田市議会のホームページでお知らせします。

テーマ・
開催日時等

　未来に向けたまちづくりのため、常任委員会ごとにテーマを設定し、委員会の所属議員が、直接市民の皆
さんと意見交換を行います。興味や関心のあるテーマをお選びいただき、積極的にご参加ください。

お伝えします 議会のこと
お聞きします 皆さんの声

平成28年度
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